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会 議 開 催 日 時 平成 21 年 7 月 15 日（水）18：30～20:30 

開 催 場 所 神田キャンパス 10 号館 校友会会議室 

参 加 者 

（ 順 不 同 ） 

小林幸宏、長坂健一郎、三好守眞、橘敏彦、福田文夫、 

川瀬宏海、大舘昌男、前田治、野島健之助、本橋光也、 

吉田典久、柏崎尚也、柳田裕二、高見澤計夫、小島一記、 

西村一朗、桑谷敬容、野崎隆、千葉公胤、福嶋邦夫、 

石崎泰司、山名昌男、相原浩一 

校友会：稲毛通男              （２４名） 

配 布 資 料 1.平成 21 年度 第 2 回幹事会レジメ 

2.各種活動協賛申請書、他（工学部 西村先生） 

3.委員会開催報告（広報委員会） 

4.委員会開催報告（事業委員会） 

議 事 内 容 記録者：小島一記 

Ⅰ．会長報告 

1. 小林会長より、配布資料１に従って、以下の報告がされた. 

（１）総会関連 

６月は、中学・高校、短大、各支部の総会に参加した。加えて、大学後援

会の懇談会と各電機会総会にも参加した。 

   （２）校友会創立 100 周年記念事業関連（１０月１７日開催） 

      案内状は７月中に発送予定である。会場は、ホテルグランドパレス（飯田橋） 

で、５００名から６００名規模の参加者での実施を計画している。 

記念講演会は、本学の卒業生で、マジシャンの前田  知洋氏の予定である。 

   （３）校友会のしおり関連 

      同窓会の広報委員会が参画している校友会のしおりについては、最終原稿が 

    完成している。発行は、８月１日の予定である。 

 

Ⅱ．幹事会議事 

１．全日本学生ソーラーカーへの協賛 

   準会員支援委員会の担当役員の高見沢副会長より、全日本学生ソーラーカーへ 

の協賛実施に関して、配布資料２の内容が提案された。 

イベント概要については、申請団体の指導教員の西村先生から、説明が行わ 

れた。 

 

申請団体 ：工学部 機械工学科 環境機械システム研究室 

      イベント名 ：全日本学生ソーラーカー＆FC カーチャンピオンシップ 

      開催時期 ：２００９年８月９日から８月１２日 

開催場所 ：秋田県大潟村 

東京電機大学同窓会  

平成 21 年度第 2 回幹事会議事録 
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   幹事会での審議の結果、当該イベントへの協賛を実施する事が決定した。 

 

 （質疑） 

  Q:協賛支援金の金額については、どのような基準にて算定しているのか？。 

   また、同窓会の活動の一環として、イベントへの協賛を実施している事を 

   準会員にどのように広報されているか？。 

A:協賛支援金の額については、イベント内容を考慮しつつ、協賛申請を行う 

各申請部門間の公平性を保つよう、準会員支援委員会にて適正な額を算定して 

いる。但し、協賛支援金の予算枠の制限もあるので、支給額の限度を設けて 

いる。 

協賛支援の広報については、PR 不足と考えており、今後、クラブ・研究室等 

の学生の代表者への周知活動を展開して行く予定である。 

 

 ２．委員会報告 

（１） 規定検討委員会（野崎委員長） 

・ 委員会の開催日程については、現在、調整中である。近々に開催予定であ

る。 

・ 今年度は、「たすけあい基金」関連の規定を、中心に見直しを図る事にして

いる。 

（２） 広報委員会（相原委員長） 

・ 委員長から、配布資料３の内容が報告された。 

・ 当委員会のベースとなる主な活動は以下のとおりである。 

 同窓会ホームページの管理運営 

 校友会のしおり編集参画 

 校友会 工学情報１００周年記念号の編集参画 

・ 歴代同窓会会長のご招待については、引続き実施する。（９月１６日は加藤

会長、１０月２１日は近藤会長）。新企画として、キャンパス周辺情報の紹

介記事の掲載を行う予定である。 

（３） 準会員支援委員会（高見沢副会長） 

・準会員支援委員会の報告に関しましては、委員会報告に先立ちまして、前倒

しにて「全日本学生ソーラーカーへの協賛」の内容の説明とご審議を頂い

ております。 

（４） 事業委員会（橘委員長） 

・ 委員長から、配布資料４の内容が報告された。 

 校友会創立１００周年記念式典の支援（１０月１７日） 

 錦祭 OB 交歓会（１１月１日）での丹羽賞授与 

 鳩山祭 OB 交換会（１１月 3 日）での丹羽賞授与 

 見学研修旅行会（校外幹事会）の中止も（懸案事項） 

 工場・研究所見学の企画検討について（新企画） 

・ 校友会事務局から校友会創設１００周年記念式典に関して援助の要請があ
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れば全面的に協力を行う事としたいので、幹事の皆様にもご協力をお願い

したい。なお、協力依頼の有無については、次回幹事会（９月１６日）で

校友会事務局に確認する予定である。 

・ 今年度の見学研修旅行会の取り扱いに関しては、１００周年記念式典など

９月以降、行事日程が詰まっており日程調整が大変に難しいので、中止の

可能性もあるとの説明がされた。なお、旅行会の予算に関しては、総会時

の講演会の講師費用への充当を行う事にしたい。見学研修旅行会の中止に

つきましては、急なご提案でもありますので、今回の幹事会では、幹事の

皆様から忌憚無いご意見を伺いたいと考えております。 

 

【懸案事項】 

「見学研修旅行会（校外幹事会）の取扱いに関しましては、今回の幹事会でのご意見

を事業委員会にて総括し、今後の対応策（案）をまとめる事としたい。次回幹事会（９

月１６日）にて、事業委員会から対応策（案）の説明を行う。 

 

（質疑） 

Q:OB 交歓会については、工学部、理工学部に加えて、千葉キャンパスの情報環 

境学部についても忘れないで、配慮をお願いしたい。 

A:情報環境学部（千葉キャンパス）における OB（卒業生）への支援に関しては、 

当該学部の学園祭（秋葉祭）の実施状況の確認後、対応を検討いたします。 

   Q:同窓会の情報伝達手段である「工学情報」については、今年度は１００周年記念 

号の発刊のため、通常の広報手段としては利用が制限されているので、同窓会

HP 等、別の広報手段を検討する必要があるのではないか？。 

   A：同窓会 HP をはじめ、工学情報の別刷り同封、各大学関係者（先生、学生）の人

的チャネルを活用した広報活動の展開を図りたいと思います。 

 

 

（５） 総務委員会（本橋委員長） 

・ 総務委員会の報告に関しましては、特段、報告事項はありません。今年度

も引き続き、議事録等の記録管理並びに予算管理の活動を、地道に進めて

ゆく予定である。 

 

 

--------------------------------------------------- 

【次回幹事会】 

  日時：２００９年９月１６日（水） １８：３０～ 

  場所：神田地区 校友会館６階会議室 

 

以上 

 


